
Ｑ．（基礎問題精講 1A 例題 129(2)） 

解説の補助をお願いします。 

 

Ａ．まず、条件付確率は以下のように説明されます。 

今回の問題では白を引くという事象が上の図での事象 A、袋 Cを選ぶというのが事象 B

にあたります。 

今回の問題では「とりだされた玉が白玉であるとき」というのが条件にあたり、 

その条件のもとで「それが袋 Cからとりだされる」確率が問われています。 

 

そのため、それぞれを公式に代入すると 

      
       袋 から白玉がとりだされる確率

     白玉がとりだされる確率
 

 
  
 
 

 となります。 

 

注意していただきたいのは、条件付確率     「とりだされた玉が白玉であるという条

件で、それが袋 C からとりだされた玉である」と、確率      「袋 C から白玉がと

りだされる確率」は別物であるという点です。どちらも結果としては同じ事象が起こる

のですが、分母にするものが異なっているので確率の値が異なってきます。 

問題を解くうえでこの二つは必ず区別しないといけないのですが、正直難しいところで

す。 

見分けるためのひとつのテクニックとして、「○○の条件で」、「○○のもとで」という

フレーズが入っている場合は、条件付確率だと考えることができます。ただし、条件付

確率でも「Aのもとでの B」と、「Bのもとでの A」は異なるのでどちらが Aか Bかの判

断も気を付けてください。 

 


